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猛
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動六等単光旭毘聾者

授与された消防功労者

山田金演さん
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台
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萌
年
3
月
末
)
に
お
け
造
γ
算
雪
山
崎
七
十
億
ハ
千
万
円
で
前
一
年
と
比
較
芸
名
十

ど
き
を
中
心
と
一
宮
省
主
ハ
窃
め
の
市
開
襲
況
を
…
一
一
一
億
汽
千
九
百
芳
司
一
一
四
去
骨
の
伸
び
雲
市

発
表
し
た
。
閥
土
ハ
軍
当
事
算
塁
内
容
に
つ
…
…
し
た
o
③
特
別
会
計
の
う
ち
盟
主
き
い
量
の
綴

い
て
は
、
す
で
に
広
報
語
自
宅
発
表
し
た
と
お
…

M

輪
裏
金
計
は
、
議
終
予
喜
六
十
四
億
八
支
ハ
寄

り
、
①
教
育
文
化
の
向
上
mwpv苗
奇
襲
麓
鋪
①
援
輩
出
…
胃
向
む
な
っ
た
O

し
た
が
っ
て
…
偲
ぶ
罰
則
を
合
雰
し

経
揖
の
振
興
(
申
都
市
基
盤
の
樫
痛
の
四
つ
の
柱
を
盤

a

た
時
別
会
苛
穆
?
算
額
は
百
一
一
壊
ハ
千
五
百
万
回

点
施
捕
に
1
?
?
露
首
一
千
ヱ
ハ
閣
円
(
一
般
金
計
六
一
昨
…
…
で
あ
る
。
@
一
般
金
計
の
思
議
議
は
九
一
子
七

億
一
千
高
)
亭
計
上
、
霊
的
な
姿
勢
で
と

2
4
勿
、
建
設
量
採
は
明
0
・
五
掃
の
高
舗
で
あ
屯

み
、
効
率
的
h
a

市
政
選
営
を
は
か
る
よ
有
事
幻
安
一
一
月
し
宋
の
市
有
霊
は
高
億
七
宇
一
一
一
一
自
哉
書

宣
告
直
後
期
に
怒
り
曇
葬
の
当
ど
き
で
は
①
市
の
…
い
で
あ
奇
ま
た
1
市
の
負
韻
混
在
額
は
十
六
繍
去
す

予
算
規
模
は
一
一
斉
来
で
、
百
七
十
一
一
一
躍
二
平
六
百
万
…
為
自
生
芳
明
と
な
っ
た
。

同
点
、
五
原
開
聞
に
一
一
倍
に
ふ
く
ら
ん
だ
。
前
年
同
綴
…

133.724 
35.898 
360. 431 
36.358 
4.507 
28.642 
8.200 
13.736 
9，550 
5.371 
18.500 
23.470 
1.715 
4.812 
12.223 

46年度窓な施鍍時〈箆

4惨殺管主主化の向上

仮斡東蔀砕校給企共同調惑溺新築

神田ノJ、学校校舎新i曽築

開制母校講堂主兼屋俸新改築

金問小学校議室主兼屋体事苛築

神間ノJ学校校舎新増措

11¥$時均史火災議報非常連報装重量

その他義務教育施設豊富犠

文化セジター整備

体育施設鐙鍛

@生活環境整憐

第 1種公営伎宅主主設

伝染病隔離病舎建設

連総務畠耳幾械炉建設 (3か年〉

書当初ポンプ自重苦F害救急自動車盤錯

す時火栓施設等車整備

告訴滋橋新設 (2か所〉

道路照明ガ」ドレ-;L-豊富繍

~Jið8街路灯設鐙

仮称到曲善ケ丘保育在覇新設

は
市
税
な
ど
富
士
裏
は
八
一
一
一
と
一

O
婦
、
支
出
雲
一
一
一
二
一
一
一
孝
れ
ぞ
れ
一
よ
り
富
聾
事
業
費
の
喜
一
一
一
千
四
一
一
一
一
塁
量
語

婦
、
問
要
望
書
置
な
ど
の
喜
一
よ
ま
わ
っ
て
お
り
、
と
れ
は
建
設
業
一
賢
一

Z
Z二
一
月
に
職
員
の
結
与
一
覇
、
市
慣
の
富

山
町
議
が
一
六
・
一
一
一
時
の
比
率
と
な
り
、
一
が
煩
識
に
進
ち
よ
く
し
た
た
め
で
あ
っ
一
政
廷
に
と
も
な
い
人
体
時
間
四
百
笠
十
一
…

一

一

一

一

A
当
り
と
、
一
世
帯
当
た
り
の
負
担

泊
中
湾
擦
の
う
ち
五
回
・
四
骨
は
市
税
一
て
、
一
般
会
計
と
同
様
に
良
好
な
状
況
一
方
向
、
区
関
整
壊
事
業
費
一
千
万
円
£
一

一

一

f
一
綴
は
次
の
ど
お
り
。
市
税
に
つ
い
て
は

て
か
な
り
事
壱
示
し
て
い
弓
主
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
ど
を
補
正
、
警
γ
警
は
二
億
ハ
千
一
実
喜
一
一
一
土
橋
事
九
百
十
一
方

が
、
続
検
中
心
的
諮
収
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融
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。
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、
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追
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摺
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な
い
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、
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予
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回
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葉
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台
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追
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⑦
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叢
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史
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も
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喜
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つ
い
て
は
一
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費
量
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放
出
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よ
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、
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日
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し
な
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で
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ぞ
一
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今
期
一
年
改
定
に
と
ち
な
う
会
綾
な
Y
}
六
百
一
一
一
月
に
は
務
員
の
結
年
改
援
に
な
も
な

お
に
指
骨
量
巾
露
審
議
室
な
一
軍
高
の
迫
害
存
な
い
、
竺
う
人
一
停
言
語
華
民
援
金
冨

配
騨
決
索
、
を
た
と
い
え
令
官
一
挙
警
告
震
予
怠
由
八
十
五
万
一
票
方
河
な
ど
童
事
号
、
最
終

〉
盟
}
方
、
特
別
金
討
に
語
い
で
主
、
同
一
円
と
な
っ
た
)
③
援
巾
球
選
事
業
会
副
一
予
盛
時
四
は
ニ
千
七
百
ナ
為
内
問
で
あ

釦
欄
暗
暴
走
へ
る
と
可
実
割
合
一
こ
〈
+
二
月
に
留
の
認
証
事
業
譲
喜
一
る
。

で楠聞
紙
ミ

国
ゴ

ル
由

7
F
 

諒一
羽
欄
間

宮
還

す
る

建参

8，670 
6，232 

45.991 
18.500 
5.0自白
70.000 
15，000 

371.417 
605，462 
154.568 
66，602 
138，200 
104，365 

題
ハ
会
試
し
岨
九
十
八
万
円
、
排
水
路
審
議
饗
苧

た
沼
和
四
十
瓦
…
六
百
六
十
八
官
山
内
な
ど
問
億
七
千
五
百

年
零
算
事
は
五
十
一
一
盤
ハ
チ
方
向
一
高
を
追
加
し
た
。

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
窃
る
い
、
一
+
ご
是
主
義
霊
登
完

豊
か
な
、
住
芯
よ
い
都
市
づ
く
り
』
の
一
士
会
円
、
議
盟
霊
霊
碑
薬
草

警
の
た
君
主
婦
官
八
千
九
百
万
円
一
の
土
木
裏
返
一
千
回
目
二
十
万
弓

を
積
括
的
花
予
算
侶
し
た
た
め
、
最
終
一
小
学
校
な
ど
故
福
間
施
設
整
捕
事
業
に
二

手
鼻
は
七
十
億
六
千
四
十
万
円
と
な
り
一
千
三
百
十
一
七
万
円
な
ど
一
億
八
チ
吉
七

昨
年
度
の
最
終
予
算
額
五
土
ハ
徳
七
千
一
十
一
方
向
を
這
加
補
正
し
た
。

方
向
と
民
較
す
る
と
1
}
一
回
a

万
骨
の
一
一
一
月
に
は
金
百
保
宵
同
国
建
設
に
と
も

悼
ぴ
率
と
な
っ
た
。
一
な
う
一
補
助
命
一
千
二
十
九
万
問
、
市
民

描
抑
止
の
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
部
長
一
病
続
建
設
用
地
質
収
一
億
一
千
五
百
二

本
紙
上
で
相
知
ら
せ
し
た
と
一
お
り
な
の
一
十
五
万
円
、
土
地
改
良
事
業
一
千
四
十

で
、
主
な
事
築
を
あ
げ
る
と
、
十
月
に
一
一
一
芳
円
、
道
路
街
路
事
業
一
一
千
八
選
五

公
葬
場
待
合
軍
潜
築
事
業
一
千
盛
自
一
出
一
十
箆
月
一
円
、
病
院
事
薬
品
計
へ
の
捕
勧

+
方
向
、
伝
染
病
問
嗣
難
問
襲
撃
桑
八
千
九
百
一
一
一
十
九
万
円
、
下
水
道
事
業

}
千
五
官
方
向
、

P
ん
か
い
焼
却
施
設
一
会
計
へ
の
続
出
金
二
歪
省
方
的
、
小

設
構
玄
千
万
円
、
道
路
面
創
設
政
長
笠
千
一
学
校
獲
議
事
業
八
千
四
一
同
一
一
一
十
万
円
、

制司君

2
2
2
2
2
2
m
m
M四
Z
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
コ
コ
=
ず
お
2
2
2
m
z
z
z
m
z
z
=岡
崎

m
Z
Z
Z即
時
記

2
2
2
2
g
g
z
Z
2
2
Z
2
2
m時
間
同

2
2
2
2揃
2
2糊
玄
関

M
g
g
a
2
2
2
2
2
2
2
Z
Z
2
2
Z
2
2
2
z
z
g

3
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9
7
8
2
1
5
3
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1
6
1
1
S
5
5
8
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5
0
2
2
2
7
6
9
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m
削
指
め
品
川
間
協
絡

M
w
b

句

e

@藍濃経済白描興

農業振興事官

軍吾産事事耳

&地敬良

相模如何口推砂対策
湖南千F整鯖
中小企業会融対策資金預託金元英
労働者金融対策資金預託金売実

⑩都市選盤整備

都市改造事業
訟共下水道

15路錦改良簡易鱗渡部革新設
21句JlI8排水路整備
i¥輔神社土箆鶴橋むよう新設
銭路整儲

臨時間也あなたのための務談窓口甲山明

j月曜日 10時~!'時/逃立議

Z見務と緩営相談毎月第2ネ1)1$'書仰lZ
持/筋工会議所

f求人相談も音む3毎週

否
十
万
門
事
馬
車
ん
だ
。
語
償
費

は
由
回
定
資
援
が
増
大
し
た
己
と
に
よ
り

六
千
五
百
玄
十
万
円
な
Y
総
額
七
櫨
七

千
万
円
套
主
レ
、
前
母
度
よ
り
二
億

各
支
首
芳
同
端
増
加
し
た
。

医
薬
外
費
用
は
、
病
院
議
議
企
葉
樹

利
子
、
患
者
外
結
余
材
棋
費
な
ど
四
千

市
民
の
期
待
章
氏
、
壁
土
一
-
計
な
ど
か
ら
の
補
霊
で
、
長
選
時
ん
だ
。
そ
の
壁
業
収
益
の
費
量
一
六
百
一
-
一
+
一
角
で
二
一
千
七
言
八
十
好

一
月
、
最
新
議
予
選
寵
器
棋
を
整
徳
、
一
収
益
の
約
一
一
二
時
を
占
め
て
い
る
。
一
軒
翠
踊
鰐
誕
祭
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
一
悶
繕
加
し
た
。

出
義
務
八
千
七
百
高
、
毒
殺
と
一
翼
の
中
核
病
践
と
し
て
方
I
プ

ジ

レ

一

費

、

支

出

量

言

、

葉

書

一

号

一

語

、

交

通

救

急

セ

ジ

千

葉

の

し
て
一
抱
七
百
万
円
章
加
補
正
し
た
一
義
市
属
病
院
さ
の
ほ
《
四
十
五
の
約
八
七
議
職
員
の
給
与
費
や
材
料
一
一
方
、
襲
外
壁
に
つ
い
て
は
、
一
撃
に
つ
い
て
は
、
震
以
来
、
交
通

の
て
差
し
引
き
密
千
万
河
の
量
一
著
書
護
状
況
が
公
表
さ
れ
一
号
占
め
ろ
れ
て
い
弓
一
法
に
あ
と
す
一
塁
計
か
ら
の
章
一
事
故
に
よ
晶
入
腕
・
芸
患
者
最

重

主

主

。

一

た

。

一

己

の

ょ

っ

段

、

真

喜

由

襲

。

金

主

主

ハ

一

喜

平

方

向

雲

一

回

霊

一

次

増

加

し

て

お

り

、

七

子

八

苦

九

十

万

名
義
補
正
の
寵
と
し
て
は
、
一
と
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
十
月
か
主
人
件
費
の
重
な
ど
て
そ
の
単
語
一
覇
警
は
ま
か
な
い
樽
な
い
人
件
費
一
室
主
レ
た
。
箆
紫
外
壁
で
は
患

霊
童
で
の
重
要
の
上
界
一
年
一
一
一
月
ま
で
の
下
署
長
雲
量
一
営
は
図
懇
で
あ
り
、
一
撃
計
か
ら
の
…
の
警
高
度
な
蓄
の
た
め
の
諸
材
一
葉
給
食
翼
そ
の
俄
医
薬
外
事

に
ま
な
吾
思
議
実
舎
億
四
一
一
一
芳
一
一
丈

5
3八
十
一
ニ
一
防
護
ご
喜
と
し
て
い
る
一
撃
の
増
加
な
と
に
よ
塁
手
議
一
棄
の
重
量
の
号
室

憲
一
十
八
万
何
回
市
庁
舎
第
三
、
警
護
セ

YZ霞
八
一
き
い
号
一
言
て
き
し
て
の
一
般
会
議
一
で
あ
る
と
と
一
一
ろ
の
襲
撃
主
ハ
千

エ
一
一
夫
公
正
一
一
月
一
〉
で
、
件
章
者
一
し
た
が
っ
究
開
間
十
五
叢
議
の
一
霊
平
方
円
そ
の
曲
で
一
億
一
千
沼
田
一
お

Eu十
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ζ
れ

り
払
い
四
億
一
霊
童
十
高
、
市
一
憲
主
}
千
人
〈
宣
す
壁
一
ハ
一
重
病
院
事
業
は
一
七
億
鶴
子
高
と
な
一
草
高
と
な
り
、
一
季
最
高
の
一
揺
す
量
用
暴
露
九
千
七
室
ハ

税
の
重
一
に
よ
る
増
加
一
一
…
議
一
一
千
二
百
一
み
で
あ
る
。
了
、
童
筆
セ
ジ
干
事
業
一
一
一
霊
一
語
で
童
話
。
一
+
高
、
材
料
凝
一
一
一
言
九
白
書
内

士
ハ
高
話
注
予
言
語
の
大
半
一
市
民
病
院
の
下
拐
の
事
業
収
益
は
四
一
豆
ハ
+
万
円
と
な
っ
た
。
一
菱
、
医
業
費
用
で
時
給
与
舜
一
一
一
一
章
一
千
害
額
十
高
、
そ
の
他
計

書
め
、

Zほ
か
の
費
で
は
霊
一
億
四
千
一
一
一
吉
一
一
手
話
、
交
通
救
急
セ
一
語
、
重
度
草
壁
概
要
で
は
一
億
平
高
選
前
や
そ
の
醤
嚢
一
一
憶
阜
商
百
万
円
と
な
っ
て
い
奇

襲
器
産
対
し
、
室
主
一
量
一

y
f
l事
業
一
一
一
千
四
百
七
十
高
と
な
一
収
益
的
突
支
出
の
市
民
病
院
の
量
一
号
憲
章
語
、
材
料
費
は
裏
一
四
土
ハ
年
度
の
一
塁
章
者
数
は

国

県

支

出

金

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

る

。

一

一

一

一

一
っ
て
お
り
、
そ
の
大
半
一
一
億
喜
一
百
一
塁
に
つ
い
て
は
、
診
療
内
容
の
向
上
一
塁
の
増
加
に
と
も
な
主
要
領
一
一
塁
入
院
宮
八
丈
、
外
諜
六
百
一
一
十
九
人

一
般
季
最
終
一
高
か
長
-
外
来
な
ど
の
医
築
基
一
条
望
の
増
加
毒
号
、
入
院
外
一
八
千
喜
七
十
高
安
司
副
会
経
賓
と
争
認
定
し
て
い
る
げ

-

f

L

受
算
七
十
懲
ハ
千
一
芸
品
百
一
来
収
益
で
は
翠
章
特
へ
一
一
億
七
千
百
票
苧
ポ
芸
品
燃
料
や
施
護

高
義
欝
去
る
と
、
収
量
主
筆
霊
襲
警
撃
が
一
撃
一
沼
野
一
毒
患
藍
な
瑠
収
音
量
一
管
嬰
議
な
ど
の
愛
銭
室
内
千
一
路

漉青少年の非行防止

灘つまずいた青少年
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(
抑
制
)

へ
友
人
が
遊
び
花
来
た
の
で
い
9

し
ょ
忙
散
揖
に
出
か
け
た
。
友
人

は
も
と
よ
り
何
も
知
ら
す
た
連
れ

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
パ
ル
ザ
J

ッ
ク
は
、
か
ね
て
自
分
の
苦
心
し

て
い
る
名
亭
昆
つ
吋
ょ
う
と
い
う

考
え
だ
か
ら
、
往
来
へ
出
る
と
な

ん
に
も
し
な
い
で
活
先
の
者
援
ば

か
り
見
で
辞
い
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
や
っ
ぱ
り
先
に
入
っ
た
名
が
な

い
。
友
人
を
遮
れ
て
む
や
の
に
訴

と
。
友
人
世
わ
貯
が
わ
か
ら
ず
に

〈
つ
つ
い
て
行
く
。
彼
ろ
は
つ
い

に
朝
ー
か
ら
娩
ま
で
パ
D
議
後
し

r5
そ
の
帰
り
が
け
に
パ
ル
ザ
y

ク
は
フ
ト
あ
る
裁
縫
露
の
看
板
が

自
に
つ
い
た
。
見
る
と
看
板
に
T

1
カ
ス
と
い
う
名
が
奮
い
で
あ
る

パ
ル
ザ
y
ク
は
記
長
打
っ
て
「
ζ

れ
だ
。

ζ
れ
だ
。
ζ
れ
に
限
る
。

マ
ー
カ
ス
い
い
名
じ
ゃ
な
い
か
。

マ
ー
カ
ス
の
よ
へ
Z
と
い
う
鼠
又

字
を
つ
け
る
、
す
る
と
雨
申
し
分
の

な
い
名
が
で
き
る
一
b
Zで
な
く
て

は
い
か
ん
。

Z
M
a
r
c
u
a

は
突
に
う
ま
い
。
ど
勺
毛
自
分
で

作
っ
た
返
り
つ
ま
く
っ
付
た
稿
。

京
白
押
(
企

長
)
、
高
輔
忠
二
(
経
済
部
長
)
、

米
山
勇
男
(
建
設
部
長
)
、
鎌
田
一

夫
令
官
世
議
制
長
)

切
リ
日
曜
轍

酒よる7袴学



ン

『

mn
ラ
イ
ブ
レ
ょ
っ
』
、
つ
一
守
て

や
る
』
な
ど
戸
誘
わ
れ
で
も
絶
対
に

単
に
乗
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
知
っ

て
い
る
人
だ
か
ら
と
、
う
っ
か
り
誘

い
に
の
る
と
、
と
ん
だ
自
に
あ
っ
た

う
え
、
顔
亭
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

少
年
の

ほ
や
守
レ
し

5
4
4
 

。
一
括
年
、
夏
は
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
や
事
故
が
待
汚
う
け
、
多
く
の
人
が
一
本
軍
に
み
ま
わ
れ
る
も
特
に
克
也
の

0

0
敵
が
出
没
、
性
犯
弾
も
グ
y
h
c
d
F
く
れ
仙
る
手
掛
だ
。
平
塚
欝
察
署
で
は
、
災
緩
を
未
然
に
防
い
で
、
と
と
し

0

0
の
笈
を
楽
し
さ
だ
け
で
過
ご
せ
る
よ
ろ
、
次
の
こ
と
を
封
を
つ
け
よ
う
と
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。
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。
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警察、パトロールを強化党

密 7月!求総来日4B年摩市安む望税の第2額分の納期

です。お近くのilli囲納税出頭悪口のど湾当j用を。

な露、従来よ坦ご利用いただいた平理市職員控

身顕(:57甥ケ丘〉でのと1::15:喪窓口は都合によ自今年

度中止する

φ 7J苦29~ヨ@須賀公民館、花水町
内会宮呂

場静 7}'l30段@富士見公民館、諒訪

罰了会館

令書幸筒@午高官 9符 30分~午後 4時
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①
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台
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②
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濁
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膏
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よ
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(
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ど
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醸
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平塚1/'ク研究会

(土)南天 7月3113

よる 6時 -9時

見附台鱒育 主器

主催

ご己管

月日

7 ・14弓く

7 ・ 15~に
7・16企
7・17:fニ
7 . 19'， 
7・2M"
7・21治〈
7 .22ぶ;

7・23会
7・24t
7 ・ 26J~
7・27チ〈
7 .28水

7・29ボ
7・30金
7・31:f:
8・2月
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書留選1号車車苦翠拍つくした見，輯容のど糞中を翻って進むミス七タパレード器包閣で350万人を書記録

押
す
な
押
ず
な
の
t
f描
欝
畠
・
世
デ
凡
に
出
メ
ラ
の
恕
到

調_.A

m伽_.
----"‘ 

7/18日(日)
{雨天中止)

霊童コース毛湯河原ハイキシグゴ日ス

弘法百{本石仏と

3記E章、城山城砦跡

域願寺と土AE氏の墓所

縁集会

王子塚叡官官 7Uおむ分
弁当、水筒、軽装(交通祭実費負担)

書作業員

革令溝37才以下の務手

濁病!努事費護婦

看護捕準替謹静高野田免許を

も っ 女 子

E書事聾期隠] 7月31詔霊長官

E申し込みE

市所定由経歴書書官申し込骨

噛 G時3(22コ1冗JO'再緩!32昌

事告3
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翌
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古
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」
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を
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築
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と
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i 1月118 1ll!公民豊富

i '" 178 端正吉沢公民館 関獄公民

i 館

i ~ 18白神田公箆館

i -s' 22E' 量豊田公民館後城島公民館

; ρ お日 中高むか学校

i '" 268 式野公民館松原公民館

; -9298 横内居地築会場

i 2月 1日 i¥曙公民法官

'" 2臼 花水公罫誠君

盟主縄問伸主主創立 1濁揮機) !? 5日 !日四之容公民館

12月間金自公民館器土沢農協 j之 JLB 齢息銅線

ι_4j五一息本息ぷ民紘一 i 912日 花水会館

'" 6臼 弦相備公民館長持掠島公.O'15日須賀公民館
民館 i ~ 16目見.m合武道湯

旭公民館重量印公民館 ; !...;.:.......""....... _.ll!!!J:t_ 曲目

中原公民館 i 臼種目の急懇
花京公民館 i 
横内留地銭会場 i 日曜体診の急患を救うため、平塚

接金自公民伊 i市区邸告は東海道緯を演に交代診療

八婚公開;'" i制度を申し合わせている。

須賀公民館松原公民館 j輔第 1・描3臼礎自は南側の院院

大野公民主宮神間公開目 i盟第2.揮 4沼港問剖悶jのE豆読が

見附合君主草場 i原則として診療に応ずる己とになっ
iている。 r原貝日であって都合により

i変更もある。臼曜包はあくまで休診

i 日で診療は緊急患者に限るJとされ

ている。臨掠語尾，接穂当E3iζ生後3か月以上司

の乳幼児 E昭和47年 4月の入学予; 盟共済措鴎 ω.".."，(32局1950)
定者は入学後、学校で受ける) i 騨平揮す官窓鯖鶴..(32局0015)

盟糧援笥('伊江宣1;J:2間後調会場C') i 盤済生会輯続 (32局自520)
1月 6臼 金回公民館※土屋公民館 j 闇寄饗繁病院".....C21庖 0346)
~ 10沼接金田側諸宮諸問崎公 i 盟愈盟輯綴山…..(21，島0570)

民館 j 醒岩〈滞解協，，，..，，，・ (21屑0911)

臨!奇旗揚鵠澗事務溜抱寝霊窃稼援態輔糊輔欝患遺筆翠窓韓議議緩議議

'" 7日
'" 8日
'" 昔日
ρ138 
?- 148 
?; 15臼
?- 16日
~ 17臼
? 18尽

主時まで Eただし掛日刊の金擦は、午

後 2時ちから 3時までコお間違いのな

いようと注王室くださ0'0

輔予妨援護者受けられない人

①予防接魯ゼ受けてから 2週間たっ

ていない人

@はしか・ BCG・2畢痘・小児マヒ

ttヲクは、それぞれ1か月間の潤

辞書をおかないと受けられません。

@その他、有熱患者、.f'.，}i寵血管系、

輔必望書なもの

φ予防接種手4長〈転入した人は、 i自
住所で使っていた母子手帳コ

②問診察〈ζの立、必ず家で記入

して枯協を測定してきてほしむつ

望書問留さき・ジフテリ7 ・磁器事鼠

覇討議・ 1期掠j種_j_j臼lこ主主後3か

月から 9か月までの入。 2磁・ 1
車問が完了してから、接濯をさ主臼K1
年を経過して、 1年半までの人

醒巡閤認 窪(1臨め〉

9月 1尽 金日公民館号待土沢農協

。2臼豊田公民館※金田公民銭

強岡崎公民館

1自公民館
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浦
一
向

輯

輯

器諺怒号公民館

11月 9白金目公民館旭公民館

p 10日神国公民錯大野公民館

911日 中産むj、学校掛金田公民館

。12臼 富士見公民館楽土沢農協

?- 13日花水公民館

? 22臼横内B.I~也集会場八幡公
民館

1--248 松 原 公 民 館 須 賀 公 民 館

? 258 %附台京港場

瞳 2囲め

11月15臼 笠臼小学校器河崎公民館

令長持品公民貴君

'y 16日金回公民館旭公民館

，p 17臼神田公民館大野公民館

'" 1呂田 中房jjJ、学校掛金日公民館

ρ198 ~富士見必民館器土沢民担Z
-7 20日花水公民館

?' 29臼横 内 回 地 集 会 場 八 幡 公

E号館

12月 1臼松原公民館須賀公民館

'" 2日 見J防合主主占お語

全治

，. 7臼 神田公民館中原公民熔

'" 8日大野公民知松原公民銀

※挟路公民館

，. 9日須演公民館花水公民館

，. 10臼見Ci'I合武道場

盟 21B1拍

車月228
? 23臼

輯対象・接種当臼tζ生後 3か月から

18か月までの子 E生後18か月に達
する古(J:ζ2回のijRよ自をすませる〉

輯巡箆回程

10月27日会自公民館後土沢農協

世証島公民館

'y 28臼愛国公民館器f河崎公民

館掛金田公民主宮

1<' 29B 在市芸公民館 中原公民連宮

L311日 土日公民館

11月 18 横内湿地

民館

.. 2白 花オく公民館須賀公民館

。4日神間公民館大野公民館

。5日見初合武道場

口問主義・接種当臼に辞書3歳以との幼

児〈毎年2回接種する〉

ロ巡回目避け由自〉

11月 8日 豊田ノ'Jv茅校i持活関蝿公民館

器f.ti'iが崎公民館。25日目富ニヒ公民館旭公民館

"" 27日八幡公民館横内問池袋
会場

""28臼 神田公民館中原公民銭

。29日 式野公民館松原公民館

捺披島公民館

，.. 30臼 額 資 公 花 水 公 民 館

10月 18 見出百ど3
輔 3図的

主古月13臼 金包公民館※土沢農協

"" 14日 笠田公使館※金問公民館
~~何時公民館

"，，_lJi.El高土民心民主岳 1坦会民舘

"" 18日八幡公民館構内回地主毘

会場

，. 19日神国主民館中原公庄議官

，. 208 武野公民館松原公民錯

世主歩主主公畏章邑

麗封書良・接種さ告臼に生後6か月から

24か月までの人 C!I'後24か月に途

するまでに 1@うける〉

土色

// 
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。
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平
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。

『
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で
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切
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立
看
板
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建
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揖
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汰
切
に
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よ
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呼
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か
け
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車
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人口総数

世帯d'

市境衛謹

前月比世帯J:'_'J

9 人口j宮

市街地 74，126人ぞ20，
大野 39，93宮人(10，219d' 

豊田 3，444人( 845 '" 
神田 14，914人(3，901 T<地
主再長吾 2， 76411. ( 638 '" 
岡崎 2，956人( 720 '" 
金田 4.312人(1>161 '"町

旭 12，865人(3，436 '" 
会沢 4，540人( 971 '" 
金E3 8，531人 (2，684"，
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縫
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ど
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六
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五
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六
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中
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五
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献
血
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血
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週
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に
1

平
塚

駅
北
口
前
で
実
施
し
て
い
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時
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ぬ
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お
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で
で
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。
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も
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に
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山
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ス
占
!
ヂ
ザ
ム
イ
ン
を

葬
韓
し
て
い
る
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マ
作
品
規
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・
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大
き
さ

B
2判
縦

使
用
八
点
ル
張
り
②
角
毅
・
紙
の
白

地
に
4
色
で
ボ
ス
占
;
カ
ラ
l
仕
よ

げ
一
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記
ズ
文
字
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(

火
壱
使
う
人
な

ろ
で
き
る
火
の
拍
宋
/
不
賠
荒
巻
真

t中沢臼曹と人から、海宝寺へ慰
183 1 ! 一 iてて下記の戸主ニのもしい逮

1;絡があったo

i 海宝寺と名仏閣 I r知人外日晴氏が所蔵して

; 高瀬蝿審!いる畑2畑 、 開 と い う 人
平塚市須賀的地に帯土宗の名Jが描いたたいへん立派なもので

i剰がある。常円山智光協凝主主守1あるが、そのき裏に「文化圏

jという。「智光明とはまこi刀慨月上回、酬穴住都
とに良い言葉である。 1須賀色、常内山海宗寺、皆営方

i 開 11の県雲上人は八丈島の人!道代」の墾患がある。 ζの 2点

iで、若くして須賀湊!e到って庵 jは、いずれの時代にか費等うから

iを結び、ひたすら念仏遂に徹し 1流出したものにちがいな〈、輯

i tc務にみる高留であったが、鹿1.々して現在当却にあるのである

i 長19年(614)11月 6日卒した。 1カが3、ζ れは;本本来dのつ海宝寺ヘ詑E潟号
i 私が少年のt頃貞lはまA、毎年10月131り願うζ とカが;最i溜麗の搭置と曙え

; 臼から 3巴間、盛大な十夜法要 i夕件4山民の向意壱得て賞寺ヘ帯約

; が榔……お杭……こ叫一なm仇 書駒仇…駒机…人川一ぴ
斑怒芸つたので「須償の1担担十夜」と i都合よろしき折りに当!山おまで拍

呼んで、かならずおまいりした|迎えにとご来続ありたし、。 j

ものである。当時¢本主主と謹樫i海宝寺の現住職治宿直道的lま
z は、古色をおびた大きな建物で|ζの好音に歓喜し、昨年8月諦

l:$:蛍の天井陰は狩野武徳の函龍 li潟県の本法寺まで出向いたと乙

iとて著名与ものであり、しばし|ろ、先方のお二人もいたく著書ば

jば奇瑞をあらわしたと伝えられ jれたという。池図舗は、帰山ず

jているο lると関駅、 ζの名画を仮本蛍
z ζの建物l主、富召示日20年 7月の!の室前比供えて篤く供養し、 m
i7メDカ空軍出来王立をう廿て金iいで累代住職の墓地をはじめ、骨

i焼してしまった。寺主主古記録のl全基境町間から隅にまで己れを

iるいがすべて氏となってしまっト措持してよろこびをに共したζ

iたととは残念である。 1¥、ぅ。

1 昨年のζ とである。新潟県三1cの 2点は、現金護念図と腿

i袋市の法華宗総本山本成寺住職 L終迎接図で揮難ド珍宝である01

j 

j 

666 

詰までです

。ゎ泣くの銀行、郵便昂等で
お納めください。

。振替納税をご利用の方は預

金残高例室認をわ瀬いします

麟 轟轟融

前提輩出(鵠関)

7/紅白----8/1臼

集会@見m合体育銭前
午前9時 副

参加・7F124白(金}
までに参加賀をそえて

Je.附合体育館肉体育

課へ・H ・H ・"50人まで

会費 1入 2，百∞円
市内在住、在勤、在

学者に限る。

ース.3jZ量車問御殿場=河口湖=吉田・
口五合昌一富富士山頂(お鉢めぐりi

T台数脊義体育課・ Z害事草山岳協会

山

見

士
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